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地域景観コーディネーターとは?
熊本県では、各地域において、その地域らしい景観づくりや景観を活かしたまち

づくりの活動を担う人材を養成します。開講する4回の養成講座を受講した方に

修了証を交付し、
‖
地域景観コーディネーター"として登録します。

講座内容についてのお問い合わせ/
熊本県土木部道路都市局都市計画課景観公園室 8096…333‐2522

隆鐘4巨囃建築士会CPDプログラム認定申請予定

①職2年 8月 21日
“
D・ 9月25由0■
火)・ 11月 26日 (未)

(計4日間〕
裏画の申込書に必要事項をご記入の上、郵送、FAXまたはメールでお申し込み下さい。
※第1～3回目はコーデイネーター養成希望以外の方も参加可能です。

募集人員 /50人 程度 ※応募者が定員を超えた場合は抽選により決定します。

応募資格/特に資格は必要ありませんが、景観づくりを通じた地域づくりやまち
づくりに関心を持ち、活躍したいとお考えの方を対象としています。

受講料/籠11躊 ※交通費や昼食代等は自己負担をお願いします6

申込先/(株)アドルーム 地域景観コ…デイネータ…養成講座申込受付係

●郵 便 :〒862-0912熊本市東区錦ケ丘7-24
●FAX:096-367-3439
●メール :27keikan@adroom.co.jp
※申込についてのお問い合わせ :8096-369-8494
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主催/熊木県
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地域景観コーデイネーター養成講座
お問い合せ 熊本県土木部道路都市局都市計画課 景観公園室 公096-333… 2522

|||・ |||||||||||||||||||||||ザ
講師による講義、まち歩き、ワークショップ等を内容とした全4回の養成講座を実施します。

受講者の方が、「景観とは何か」という景観の考え方や景観によるまちづくりの実践例を通じた

観光0集客対策等、自らの地域に必要なことを学び、身近な景観をまちづくりや地域の活動ヘ

結びつける手法を学べる内容としています。

日 程・会 場 内 容 講 師

8月 21日 (金 )
■9時 30分～12時45分
■県庁新館201会議室

地域を元気にする
景観づくり

堀 繁 氏
(東京大学アジア生物資源環境研究センター長・教授 )

環境庁自然保護局、東京大学、東京工業大学を経て平成8年より現
職。国土審議会専門委員や全国各地の景観審議委員を多数歴任。

鮮やかで分かりやすい景観論が、全国のまちづくりに取り組む人々を

勇気づけている。

9月 25日 (金 )
■ 13日寺30分～16日寺45分
■県庁地下大会議室

色彩を生かした
景観まちづくり

田 邊 学 氏
(株式会社カラープランニングセンター 代表取締役 )

武蔵野美術大学造形学部非常勤講師、一級カラーコーデイネーター

(環境色彩)、屋外広告士、カラービジネスネットワーク運営委員。株

式会社環境デザイン研究所、東京工業大学受託研究員などを経て、

2011年/_2ら現職。全国20以上の自治体から景観まちづくリアドバ
イザーの委嘱を受け、景観まちづくりに参画している。

10月 27日 (火 )
■ 13日寺30分～16日寺45分
■県庁地下大会議室

まちをわかりやすくする
―サインデザインとまちづくリーー

原 田 和 典 氏
(崇城大学芸術学部デザイン学科教授)
株式会社GK設計で川崎市たちばな通景観計画、クアラルンプール国際空港サイ

ン計画、茨城県大洗町サイン計画等を担当。2000年より崇城大学芸術学部デザイ

ン学科講師、准教授を経て、2014年から現職。山鹿市景観審議会委員、熊本駅周

辺都市空FFlデザイン会議ワーキング等を担当し、多数の景観事例に携わつている。

11月 26日 (木 )
■ 13時～16時45分
■調整中

まち歩きを通じて
景観づくりを考える
～魅力発掘～

※地域景観コーデイネーター養成を希望される方は、原則として4回の講座を全て受講していただくことになります。

※8月 21日 (金)講義開始前に開講式を行い、11月 26日 (木)請義終了後に修了式を行います。

地域景観コーデイネーター養成講座 【受講申込書】
受講希望

種  別
全4回

(コーディネーター養成希望 )
第 1回 第 2回 第 3回

※複数選択可

′3、りがな ※

電話番号

(携帯可)

※

( )

氏  名

※

住 所

(勒尉

※ 〒
生   年

大  日召 ・平     年生まれ

1生   局」 男 女

メールアドレス

職  業

所属団体名

※印の欄は、諸連絡に必要ですので必ずご記入下さい。取得したlEl人情報は地域景観コーデイネーター養成講座以外には使用しません。



地域景観コーディネーター養成講座事業概要

1 目的           ‐

本県では、平成 21年 10月 に、平成30年度までの10年間の景観づくりの目標と
その達成に向けた取組みの方向性や施策を盛り込んだ「景観づくり基本計画」を策定。
これまで、県内各地域における良好な景観づくりに向けての意識啓発を中心に施策を
進めてきたが、景観づくりは(行政だけでなく、1県民・事業者が主体となって取り組む｀
ことが重要であり、地域特性に応じた景観づくりを進める必要がある。  .
そのため、各地域において景観づくりを通して地域づくり・まちづくりに携わり、そ
の地域らしい個性ある豊かな景観づくりを推進できる人材を育成することを目的とする。
※ 平成 25年度から事業開始              ´

2 平成 27年度地域景観コーディネーター養成講座事業概要
平成 25年度及び 26年度に実施した地域景観コマディネ‐タニ養成講座に引き続き養
成講座を実施。            |

(1)養成講座のねらい

①平成 27年度地域景観コーディネーター養成講座実践講座として

平成 26年度受講者を対象としてより実践的な養成講座を実施し、地域景観コーデ
ィネーターの実カアップを図る。

②平成 27年度地域景観コーディネーター養成講座基礎講座として

新しい受講者を対象として、平成 26年度と同様の講座を実施、新たな地域景観コ

ーディネァターの養成を図る。
【総合的なねらい】 ‐
景観を活かしたまちづくりを進めている地域では、取組みがより実践的で効果的
に進むように、課題を抱えている地域では、課題解決の糸口となるように、これか

らまちづくりに取り組もうとしている地域では、そのきっかけとなるように(ア～
工のスキルを身につけた人材を育成する。
ア 「景観とは何か」という景観に関する基礎知識と景観の考え方を学び、景観づ
くり (景観形成や景観保全)を行う必要性を人に伝える説明力をつける。 ・
イ 景観によるまちづくりの実践例を通じて、観光・集客対策、空き店舗利活用等
の成功例 (失敗例)から、自分達の地域に必要なことを学ぶ。
ウ 身近な景観をまちづくりや地域の活動へ結びつける手法を学ぶ。
工 地域の景観合の取組みについてく対象を選定.し、その地域における景観づくり
や景観を活かしたまちづくりについて検討を行いて提案力やコーディネートカ
などリニダーとしての力をつける。

(2)対象
①平成27年度地域景観コーデイネーター養成講座寒辟講座
平成26年度地域景観量―ディネーター登録者 (56名 )
②平球27年章讐域景観平―デイネT夕

二
毒盛講鷹基礎講座

新規対象者及び平成25(26年度受講者の未修者  ‐
【対象者】        .
0各地域の活動の中心となる者 (住民協定によるまちづくり協議会関係者、NPOt
建築士会等)、 その他希望する者 (50名程度を予定)



(3)講座内容 (※ 詳細は別添計画書のとおり)
①講演 (景観にっいて、色彩についてく景観を活かしたまちづくりにういて等)及び
ワニクショップ開催 【基礎講座】
②まち歩き及びワークショップ開催 (振返り講座含む) 【基礎講座】 【実践講座】
(4)基礎講座終了後        1             1
全4回の講座を受講した者には、講座修了証を交付。名簿登録を行い、各市町村・

地域振興局へ周知:
(5)事業期間
平成25年度ん27年度 (予定)
(6)事業実施方式      |
一部運営について業者委託 .(委託先 :株式会社 アドルーム)
(7)その他           ‐  「

熊本県建築士会CPDプログラム認定申請予定。
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